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有機栽培等による生きもの保全への取組み　　　≪米沢市≫

米沢市

塩井町宮井地区

ユスリカ、イトミミズ、ヒメタニシ、チビゲンゴロウ

ゴマフガムシ、ミズカマキリ、チスイビル、ウマビル

メダカ、ドジョウ

アメンボ、ヤゴ類、キイトトンボ、イネミズゾウムシ

問い合わせ先

オタマジャクシ、アマガエル

生き物の主な活動場所

市の環境保全計画の名称等

モンシロチョウ、カルガモ、キジバト

米沢地域有機農業推進協議会 (米沢市農林課）

コモリグモ類、ホソヒラタアブ、トビムシ

計画における保全生物

米沢市環境保全型農業推進方針 水生生物

地区名 生き物の名前 生き物の主な活動時期

〇〇〇〇

有機栽培

やや濁る

減農薬減

化学肥料

きれい

※調査日　６月中旬

保全活動に取組んでいる場所

【有機栽培の田んぼで調査】

◆減農薬減化学肥料

の田んぼは、水深が３

ｃｍと浅く、水も透き

通っており、オタマジャ

クシが泳いでいる姿が

確認できました。

米沢地域有機農業推進協議会では、有機栽培など環境にやさしい農

業を行っています。

◆有機栽培の田んぼでは、水深１２ｃｍの深水管理をしており、アオミド

ロ・サヤミドロなどの緑藻類が見られ、少し水も濁っていたため、生きも

のを目で見つけるのが難しい田んぼでした。

【草花調査を行った畦】 【草花調査の様子】

◆このトンボはハグロト

ンボです。

調査の時にはいません

でしたが、７月になると沢

山見ることができます。

【米沢市立塩井小学校のみなさんとの調査】

◆塩井小学校５年生のみなさんが田んぼに入って調査をしました。

元気一杯な声が田んぼいっぱいに広がっていました。

◆見つけた生きものをスケッチしています。

みなさん興味津々でした。

【減農薬減化学肥料栽培の田んぼで調査】


